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総代説明会開催
令和元年度 くにびき地区本部

くにびき地区本部総代説明会を６月２２日、
営農総合センターで開催しました。平成
30年度の事業報告のほか、令和元年度の
事業計画、基本方針など主な内容につい
て報告します。

当
日
は
総
代
1
4
0
名
の
う
ち
、
1
1
3
名
が

出
席
。

冒
頭
で
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
Ｊ
Ａ
綱
領
の
唱

和
の
後
、
山
根
盛
治
副
組
合
長
が
「
平
成
30
年

度
も
食
と
農
を
基
軸
と
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
協

同
組
合
と
し
て
、
農
業
者
の
所
得
の
増
大
、
農
業

生
産
の
拡
大
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、
自
己
改

革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
5
月
31
日
に
政
府
の
農

協
改
革
推
進
期
間
が
終
了
し
、
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革

に
お
け
る
農
家
所
得
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
一

定
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
な
か
、
令
和
元
年
度
か
ら
3
ヶ
年
の

第
2
次
中
期
経
営
計
画
・
農
業
戦
略
実
践
3
ヶ

年
営
農
計
画
を
作
成
。
組
合
員
の
皆
様
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
組
合
員
目
線
の
自
己
改
革

を
念
頭
に
、
着
実
な
実
践
を
行
っ
て
い
き
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
栗
原
令
本
部
長
が
「
平
成
30
年
度
は

皆
様
の
お
か
げ
で
事
業
利
益
、
当
期
剰
余
金
と
も

に
計
画
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
り
地
方
銀
行
な
ど
の
金
融
情

勢
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状

況
を
踏
ま
え
、
当
地
区
本
部
で
は
、
農
業
振
興
と

同
時
に
経
営
の
基
盤
を
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら

安
定
さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上
を
目
指
し

ま
す
」
と
日
頃
の
感
謝
と
と
も
に
、
今
後
の
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
座
長
に
浅
野
真
治
総
代
長
（
松
江

南
）
を
選
出
。
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
く
に
び
き
地
区
本

部
の
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
、
新
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
総
代
か
ら
意
見
、

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。（
別
18
ペ
ー
ジ
参
照
）

こ
う
し
た
意
見
や
要
望
を
踏
ま
え
、
く
に
び
き

地
区
本
部
が
組
合
員
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
満
足

さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
役
職
員
一
同
協
力
し
て
事

業
運
営
に
あ
た
っ
て
参
り
ま
す
。

総会の様子

山根副組合長

栗原本部長

浅野座長

くにびき地区本部 組合員数（平成31年3月31日現在）� （単位：人、団体、戸）

正組合員 准組合員 合　計 戸　　数
個　人 法人・団体 合　計 個　人 法人・団体 合　計 正組合員 准組合員 合　計
10,075 ２9 10,104 ２9,２0６ 1２9 ２9,335 39,439 7,8２６ ２1,7６0 ２9,58６

くにびき地区本部 役職員の状況（平成31年3月31日現在）� （単位：人）

役　　員 合　計 職　　員 合　計常勤理事 非常勤理事 総合職 専門職 一般職 福祉職 （うち営農指導員）
　3 　4 　7 ２45 ２8 ２8 ２9 （17） 330

平成30年度事業実績（平成3０年４月1日から平成31年3月31日まで）� （単位：千円）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
事業総利益 3,861,328 事業利益 199,597
信用事業総利益 1,5０9,368 事業外利益 2０3,671
共済事業総利益 1,199,983 事業外費用 57,526
購買事業総利益 ４55,526 経常利益 3４5,7４1
販売事業総利益 12０,797 特別利益 17,０8４
保管事業総利益 16,４88 特別損失 19,23４
加工事業総利益 11,8４9 税引前当期利益 3４3,591
利用事業総利益 112,４４４ 法人税・住民税等 7,793
葬祭事業総利益 267,166 当期剰余金 335,797
宅地等供給事業総利益 1０,０23
その他事業総利益 17４,４37
指導事業収支差額 ▲16,758
事業管理費 3,661,73０ 　※本店配賦を含む。

くにびき地区本部の概況
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３０年産米初検査
（8月24日　下佐陀倉庫）

松江大根島牡丹ＰＲ（1月15日 首相官邸）青年連盟と育英北幼稚園による田植え（6月6日）

平成30年度

平成30年4月1日
 ～平成31年3月31日

事業報告

営農指導・販売

主な農産物販売高
米 617百万円
野　菜 999百万円
果　樹 76百万円
畜産物 268百万円

●�ＪＡしまね農業振興支援事業により、
担い手経営体として29経営体を中心に
支援しました。合計で助成額2０,262千
円（事業費65,1０2千円）の支援を行い
ました。また、雪害支援復興対策とし
てパイプハウス22棟の再整備に3,853千
円を支援しました。
●�「経営安定対策」の円滑な事業実施に
向け、申請手続きの支援等に積極的に
取り組みました。◇水田活用の直接支
払交付金交付件数528件◇畑作物の直
接支払交付金交付件数４2件。
●�「良質米生産に向けた品種転換」に向
けて、「コシヒカリ」から「きぬむす
め」「つや姫」への品種誘導を実施し、
出荷実績で「きぬむすめ」は98４ｔか
ら1,267ｔ、「つや姫」は676ｔから763
ｔと前年より増加しました。
●�農業経営支援として、農業所得収支
データ４51件、農業簿記データ還元16
件のデータ提供を実施しました。
●�新規産直会員育成を目的とした「さん
ちょく営農塾」を開講し、18名が受講
しました。
●�産直は、イベント開催やホームページ
のリニューアルで販売高の増加に取り
組みましたが、上期の気象条件による
出荷量の減少と下期の野菜価格低下の
影響により、販売高658,928千円（前年
比93.０%）となりました。

●�水稲―7月からの猛暑の影響と9月の
降雨による刈り遅れにより、1等米
比率は、全品種平均で39.8％（前年
４2.8%）と前年より低い結果でした
が、「つや姫」については、高温登熟
性に優れていることから、1等米比率
が77.４%（前年75.6％）となりました。�
（ア）米集荷は、出荷申出数量112,572
袋に対し、11０,０58袋（97.7％）の集荷
実績となりました。� �
（イ）平成3０年産では、買取手法を変
更し、価格は前年より1袋（3０㎏）当
たり15０～1００円高い価格になりました。
●�野菜―「くにびきキャベツ」の栽培技
術・基礎知識を習得できる講座を開講
し、４名の受講者が新たな担い手とな
りました。また、「かぼちゃ、馬鈴薯」
を重要推進品目と位置づけ、作付け拡
大に取り組みました。（生産者19名・
栽培面積2.5ha）
●�西条柿―着果数は平均並みでしたが、
梅雨明けの後の猛暑と干ばつにより、
小玉傾向となり、秋期の長雨と日照不
足により、樹上軟化が各地で発生した
ことで収穫量が減少し、「こづち」は、
25.3t（前年比51.４％）の出荷となりま
した。また、「 干し柿」は岡山市場、
「あんぽ柿」は広島市場を中心に出荷
しました。
●�椎 茸―販売高は3,851千円（前年比
89.6％）となりました。
●�牡丹―（ア）鉢花：出荷量は5,688鉢
（前年比98.7%）と前年を下回る実績。
となりました。（イ）鉢・苗直接輸出
先の台湾の販売業者生産拠点では、出
荷に併せ管理指導を実施しました。
●�そば―播種時期の少雨と9月の天候不
良により、収量は４2ｔ（前年比8０.7%）
となりました。
●�畜産―子牛価格は依然として高値で推
移しましたが、子牛出荷頭数は16０頭
（前年比97.０%）、販売高は115,271千

保　　管
●�米 の 集 荷・ 検 査 買 入―下佐陀倉庫
1,678t、ライスターミナル「米蔵」
1,296tの実績となりました。

加　　工
●�雲州人参―生産者の廃作により生産
量が減少し、出荷量約1４7kg（前年比
8４.０%）、取扱高は４,663千円となりま
した。

●�茶―一番茶は減少したものの、秋番茶
は増加し、総計で28.8t（前年比1０2％）、
取扱高は1０,598千円となりました。

利　　用
●��育苗―水稲苗は飼料用米苗を含め、
98,673箱（前年比95.7%）。野菜・葉た
ばこ苗では16,616トレーとなりました。
●� 米穀乾燥調整施設―カントリーエレ
ベーター「稲蔵」1,32０ｔ、鹿島ライス
センター2０9ｔ、南ライスセンター396
ｔの処理実績となりました。
●��無人ヘリ防除―防除面積は、水稲で
3４1.8ha（前年比9４.9%）の散布を実施
しました。

購　　買
●�生産資材―生産資材低減対策の一環と
して、令和元年産水稲資材予約価格に
ついて、肥料・農薬を統一品目として
安価に設定をし、統合メリットの創出
に取り組みました。また、集落営農組
織・認定農業者等の担い手を対象に、
提案型訪問活動を実施し、大型規格や
低コスト農薬などニーズに即した資材
提供に努めました。
●�農業機械―農家訪問活動の強化、サー
ビスの向上と担当者のレベルアップに
努めました。また、低コストにつなが
る「共同購入トラクター」の提案を行
いました。

地産地消で食卓に
安心をお届けします！

産直会員数　1,270人

産直販売高　6億58百万円

円（前年比95.8%）となりました。生
乳販売は乳量657ｔで79,7０2千円（前年
比83.４%）。鶏卵の販売高は37,51０千円
（前年比99.3%）となりました。
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葬　　祭
●�葬儀施行件数は、62４件（内会館利用
は４４2件）。また、葬祭会員専用定期
積金「あおぞら」の普及運動を展開
し、3,226人の会員数となりました。

共　　済
長期共済金の主な支払状況
内　　容 金　額 件　数
死亡共済金 6４,1４3万円 163件
入通院共済金 ４０,77０万円 3,22０件
火災・自然災害
共済金 3０,775万円 6４6件

傷害共済は679件で3,784万円の支払いが
ありました。

●�「3Q訪問活動（あんしんチェック）」
を実施し、組合員世帯の約6０.４％にあ
たる13,137世帯のフォロー訪問活動を
行いました。
●�長期共済期末保有高は5,889億2千万円
（前年比98.1％）。
●�自動車共済の新規獲得および保障内容
充実に向け、スマイルサポーター・ラ
イフアドバイザー・安心サポーターの
連携強化による取り組みを実施。最
高水準保障のクルマスター占有率は
25.7％、契約件数は83件増加し、21,6０8
件（前年比1００.3％）となりました。
●�魅力あるJA共済の普及に取り組み、
長期共済推進実績ポイント8,7０2,598P
を達成し、普及拡大に努めました。

●�交通安全反射たすき・カーブミラー贈呈、
交通安全教室の開催、JAカップ学童野
球協賛など地域貢献活動を行いました。

経営・管理
●�第1次中期経営計画実践3年目にあた
り、「食と農を基軸として地域に根
ざした協同組合」の確立に向け、く
にびき地区本部における重点実施事
項についての進捗管理に取り組みま
した。

●�「ＪＡしまね総合ポイントカード（お
さいふカード）」については、窓口・
店頭等において積極的な加入促進に
努め、加入率97.5%となりました。
●�「組合員加入促進運動」を展開し、
資格変更を含め正組合員15４名、准
組合員661名が加入しました。
●�コンプライアンス・プログラムに基
づく行動計画を策定し、年間を通じ
てその具体的実践を行い、コンプラ
イアンス遵守・不祥事未然防止の強
化に取り組みました。

組織・広報・くらしの活動
●�農政会議―関係団体と連携した行政
との懇談会を開催し、農業施策等の
要望・意見交換を行いました。
●�青年連盟―育英北幼稚園との食農教
育・農業体験や地域住民との「ふれ
あい親子いもほり大会」を開催する
とともに、松江市農林水産祭やまつ
え食まつりへの参加により、農業理
解促進に取り組みました。
●�女性部―教育文化センターSan・
san館を活用して「食」と「農」を
テーマとした活動を進めました。ま
た、広報誌での「松江に伝わるふる
さと料理」の紹介や毎月開催してい
る「サンサン料理教室」へレシピの
提案と講師を務めました。
●�女性大学―9月に第5期生４1名が卒業
し、1０月に6期生52名が入学しました。
営農・文化・教養等幅広い講座を実
施し、相互交流とJA理解を深めまし
た。
●�広報―広報誌 ｢ＪＡしまねびより｣ や
ホームページ等により広報活動を展
開しました。
●�教育文化活動―協同組合の理解促進
を深めるため、「家の光三誌（家の
光・ちゃぐりん・地上）」「日本農業新
聞」など教育資材の普及拡大に取り
組みました。組合員・地域住民との
絆づくりの一環として「支店だより」
を全支店が発行し、より身近な情報
発信に取り組みました。
●�くらしの活動―◆ふれあい活動を進め
るとともに、支店運営委員会を中心に
地域交流とふれあいの場の創出に取り
組みました。◆キッズサッカー大会、
家庭婦人バレーボール大会を主催し、
スポーツ活動支援を行いました。◆
パートナーセンター（結婚相談所）に
よる婚活支援を行い、４組が成婚しま
した。◆地域貢献・地域活性化に取り
組むグループ・団体等の多様な取り組
みを表彰（2団体）および普及支援（5
団体）しました。
●�健康管理活動―◆「特定健診」や
「腹部超音波検査」「大腸がん検診」
「胸部CT検診」「乳がん検診」を実
施。◆農業法人会会員を中心に、担
い手人間ドッグに取り組みました。◆
「第6回JAしまねくにびきだんだん健
康ウォーク大会」を開催し、1０8名
の参加。◆「地域ケア連携フォーラ
ム」等への参画を通じて、地域セー
フティネットの構築を図りました。

信　　用
●�個人貯金獲得の取り組みとして、各種貯
金キャンペーンを精力的に実施しました。
●�貯金残高1,31４億12百万円（計画対比
1０1.5%）。平均残高138０億68百万円。

●�農業資金の取り組みとして、TACと
の連携強化を図り資金提供に努めまし
た。新規貸出実績2０４,625千円。
●�個人貸出金については、「魅力ある金
利」を提案可能とした「子育て応援宣
言」を引き続き実施しました。また、
JAしまね統一開催の休日ローン相談
会を実施（年４回）しました。
●�貸出金残高４93億99百万円（計画対比
1０1.3％）。平均残高４81億83百万円。

●�年金新規指定口座獲得のため、受給権
が発生する方への訪問や他行での受給
者に対する年金指定替え訪問を実施し
ました。年金受給者数1４,351名。
●�子育て世帯に、農業体験や収穫した農
産物を使用した食事会、食農体験ツ
アー等実施しました。

資産管理
●�資産相談センターにおいて、相続を
中心とした相談業務に取り組み、19４
件の相談に対応しました。

生　　活
区分 H3０実績 備　　考

自動車 3００,393
千円

車両販売272,365千円、
整備部品28,０28千円

LPガス 281,839
千円

供給26４,9４3千円、
ガス器具16,896千円

生活資材 85,588
千円

シロアリ工事４7,689千円、
テレフォンショップ28,9０9千円、
ムスイ他8,99０千円

サンサン女子大営農体験講座
（7月21日 中海干拓地）

子育て応援イベント
（6月2３日 くにびき地区本部花壇）

自転車交通安全教室
（5月2９日 松江市立第三中学校）

福　　祉
●�組合員、利用者から喜ばれ、安心して
生活できる福祉サービスに取り組みま
した。
福祉サービス利用実績／年間

事業所（事業名） 延利用者数
介護相談センター（居宅介護支援） 1,192人
ヘルパーステーション（訪問介護） 7,97０人
サン・エールたまゆ（通所介護） 8,327人
サン・エールたまゆ（短期入所生活介護） 6,7０8人
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基本方針 令和元年度

平成31年4月1日
 ～令和2年3月31日

事業計画　地域農業生産基盤の維持に向け、担い手の育成支援と農業振興をすすめるとと
もに、組合員・利用者等地域の声を踏まえ、「農業者の所得増大」「農業生産者の
拡大」「地域の活性化」を目指すＪＡ自己改革に役職員一丸となって取り組みます。
今年度は、「第2次中期経営計画（令和元年度～令和3年度）」と「第2次農業戦略
実践3ヶ年営農計画（令和元年度～令和3年度）」の初年度にあたり、地区本部重
点実施事項を主体に各事業総力を挙げて取り組み、「食と農を基軸として地域に
根ざした協同組合」の確立を目指します。

ＪＡしまねのめざす姿

＜営農・農業振興＞
①地域農業を支える多様な担い手の育成と支援
　ア．�行政とＪＡ担い手サポートセンターの連

携による、新規就農希望者に向けた就農
支援強化

　イ．�集落営農組織の新規設立及び法人化に向
けた、担い手サポートセンターと行政の
連携による支援

②�良質米生産の推進と結びつきを強化する販売
対策
　ア．�農業所得向上に向けた、品質向上対策の

実施による良質米生産�
　イ．�卸売業者や実需者から要望の強い「きぬ

むすめ」「つや姫」への品種誘導の積極的
な推進と集荷販売対策の強化

主な重点実施事項
③�水田フル活用による農家所得向上と多様な
ニーズに対応した生産体制の強化
④園芸産地の育成・拡大と販売対策
　ア．�ＪＡしまね「重点5品目（キャベツ・たま

ねぎ・白ねぎ・ミニトマト・アスパラガ
ス）」産地育成・拡大に向けた取り組み

　イ．�「キャベツ」「西条柿」の生産性・品質の
向上と集出荷の省力化・契約取引拡大

⑤�優良雌牛保留対策等の継続的な事業活用によ
る更新・増頭対策
⑥産直振興による地産地消の推進
⑦農業所得向上を目指した営農指導体制の強化
⑧生産コストの低減
⑨農畜産物の安全・安心への取り組み

＜地区本部運営＞
①組織基盤強化
②経営基盤強化
③協同組合としての意識改革と人材育成

組合員とともに農業・地域の未来を拓く

持続可能な経営基盤の確立・強化
「食」「農」「協同組合」にかかる県民理解の醸成

「農業者の所得増大」
「農業生産の拡大」へのさらなる挑戦 「地域の活性化」への貢献 組合員の積極的な

事業・活動への参加

1．�消費者の信頼に応え、安全で安心
な国産農畜産物を持続的・安定的
に供給できる地域農業を支え、農
業者の所得増大を支える姿。

2．�総合事業を通じて地域の生活イン
フラ機能の一翼を担い、協同の力
で豊かでくらしやすい地域社会の
実現に貢献している姿。

3．�次世代とともに「食と農を基軸と
して地域に根差した協同組合」と
して、存立している姿。

創造的自己改革

食と農を基軸として地域に根差した協同組合としての総合力発揮

持続可能な農業の実現 豊かでくらしやすい
地域社会の実現

協同組合としての
役割発揮

3つの危機
  2．組織・事業・経営の危機

    3．協同組合の危機    1．農業・農村の危機
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総代説明会

Q＆A
永江りえ総代小豆沢幸男総代 伊原幸俊総代

（
宍
道
玉
湯
）� 永
江
り
え
総
代

⑴ 

平
成
31
年
3
月
の
機
構
改
革
に

よ
り
、
ふ
れ
あ
い
店
の
営
業
時

間
が
短
縮
と
な
り
、
地
域
の
利

用
者
か
ら
不
便
を
感
じ
て
い
る

と
い
う
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

第
2
次
中
期
経
営
計
画
書
に
は

組
合
員
・
利
用
者
接
点
の
再
構

築
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、
ふ
れ
あ
い
店
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
組
合
員
・
利
用
者

と
の
接
点
を
構
築
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
か
伺
い
た
い
。

⑵ 
昨
年
度
、
女
性
総
代
の
み
を
対

象
と
し
た
会
が
開
催
さ
れ
、
各

地
区
本
部
の
女
性
総
代
と
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
で
大
変
勉
強

に
な
っ
た
。
今
年
度
も
引
き
続

き
開
催
い
た
だ
き
た
い
。

（
宍
道
玉
湯
）
伊
原
幸
俊
総
代

⑴ 

く
に
び
き
地
区
本
部
の
農
業
振

興
あ
る
い
は
経
営
に
お
い
て
、

最
も
課
題
と
し
て
い
る
こ
と
は

何
か
。
ま
た
、
そ
の
課
題
に
対

し
て
、
こ
の
一
年
間
ど
の
よ
う

に
取
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る

か
伺
い
た
い
。

（
宍
道
玉
湯
）� 小
豆
沢
幸
男
総
代

地
区
本
部
総
代
説
明
会
資
料
の
な

か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
事
業

費
用
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
説

明
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
事
業
利
益
に
つ
い
て
は
、

全
事
業
ま
と
め
て
示
さ
れ
て
い
る
。

先
ほ
ど
か
ら
の
説
明
に
も
あ
る
と

お
り
、
信
用
事
業
の
利
益
率
が
低

下
し
て
い
る
な
か
で
、
営
農
・
経

済
事
業
の
黒
字
化
ま
た
は
赤
字
縮

小
を
検
討
し
て
い
く
た
め
、
ま
た

そ
の
経
過
を
把
握
す
る
た
め
に
も

事
業
別
に
事
業
利
益
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

地
区
本
部

⑴ 

平
成
31
年
3
月
1
日
よ
り
、
ふ
れ

あ
い
店
に
つ
い
て
は
、
午
前
10
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
と
営
業
時
間

を
短
縮
し
、
人
員
も
1
名
体
制
と

し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
ヒ
ト
・
カ

ネ
の
な
か
で
、
い
か
に
有
効
に
資

源
を
活
用
し
、
効
率
的
に
事
業
運

営
を
行
っ
て
い
く
か
検
討
し
た
結

果
、
こ
の
よ
う
な
決
断
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
渉
外

体
制
や
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
り
、
地
域
の
皆
様
に
は
ご
不

便
を
か
け
な
い
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑵ 

女
性
総
代
の
意
見
交
換
会
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
前
向
き
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
区
本
部

⑴ 

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
米
の
生

産
調
整
が
昨
年
か
ら
見
直
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
は
売
れ

る
コ
メ
づ
く
り
と
し
て
、
品
種
転

換
、
業
務
用
米
の
生
産
、
そ
し
て

水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
新
規
需
要

米
等
へ
の
取
組
み
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
産

地
消
を
含
め
産
直
を
い
か
に
に
伸

ば
し
て
い
く
か
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
い
か
に
作
物
を
集
め
て
歩
く

が
大
き
な
課
題
で
す
。�

�

そ
し
て
、
農
業
振
興
を
支
え
て
い

く
た
め
、
信
用
・
共
済
事
業
の
更

な
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
そ

の
な
か
で
、
今
後
、
一
律
の
店
舗

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
合
い
、
皆
様
に
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
な
店
舗
体
制
を

検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
一
定
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
に
統
合

し
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
統
合
メ

リ
ッ
ト
が
十
分
に
発
揮
出
来
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
店
と

地
区
本
部
間
ま
た
は
各
地
区
本
部

間
で
重
複
さ
れ
た
業
務
が
あ
り
、

さ
ら
な
る
効
率
化
が
可
能
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
部

分
を
突
き
進
め
て
い
き
、
経
営
の

健
全
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑵ 

現
在
、
J
A
と
組
合
員
あ
る
い
は

地
域
の
皆
様
と
の
距
離
が
遠
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
な
か
で
、
総
代
の
皆

様
に
は
「
わ
が
J
A
」
意
識
を
持

ち
、
積
極
的
な
事
業
利
用
と
協
同

地
区
本
部

事
業
収
益
に
つ
い
て
は
、
購
買
事
業
で

い
え
ば
、
収
益
は
購
買
品
を
買
っ
て
い

た
だ
い
た
金
額
で
あ
り
、
そ
れ
に
対

し
、
仕
入
原
価
、
運
送
費
な
ど
収
益
に

直
接
関
わ
る
費
用
が
事
業
費
用
と
な
り

ま
す
。
信
用
事
業
で
い
え
ば
、
収
益
は

貸
付
金
・
有
価
証
券
の
利
息
、
ま
た
農

林
中
金
の
奨
励
金
で
あ
り
、
そ
れ
に
対

し
収
益
を
得
る
た
め
に
直
接
か
か
る
費

用
が
事
業
費
用
と
な
り
ま
す
。
通
常
総

代
会
資
料
に
J
A
し
ま
ね
全
体
の
部
門

別
損
益
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
地
区
本

部
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
を
は
じ
め
と

し
た
事
業
管
理
費
の
正
確
な
数
値
の
算

出
が
困
難
で
あ
り
、
皆
様
へ
の
誤
解
も

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
部
門
別
損
益

を
資
料
で
は
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

く
に
び
き
地
区
本
部
運
営
委
員
会
は
、
J
A
の
組
織
及
び
事
業
運
営

に
関
し
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
地
区
本
部
並
び
に

J
A
全
体
の
方
針
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
程
、
新
た
な
運
営
委
員
会
（
委
員
長
：
田
中
鈴
夫
理
事
、
副
委

員
長
：
多
久
和
宏
理
事
）
体
制
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

く
に
び
き
地
区
本
部

運
営
委
員
会

選
出
地
区
名
等

氏
　
名

備
考

松

江

東

ブ
ロ
ッ
ク

足
立
　
　
忠

川
津

原
　
　
慶
治

朝
酌

松
本
　
広
明

本
庄

藤
原
　
　
薫

持
田

松

江

北

ブ
ロ
ッ
ク

中
倉
　
清
幸

古
江

○

清
水
　
秋
廣

秋
鹿

石
倉
　
正
治

大
野

野
津
　
和
史

法
吉

松
尾
　
　
衛

生
馬

松

江

南

ブ
ロ
ッ
ク

○

金
森
　
達
央

津
田

○

若
林
　
大
徳

竹
矢

○

宅
和
　
広
己

乃
木

田
久
和
武
志

中
原

松
浦
　
久
義

忌
部

鹿
島
島
根

ブ
ロ
ッ
ク

桑
谷
　
充
男

鹿
島

新
宮
　
文
雄

鹿
島

槇
原
　
　
篤

島
根

朝
倉
弘
太
郎

島
根

八
束
美
保
関

ブ
ロ
ッ
ク

安
部
　
敏
樹

八
束

○

渡
部
　
文
明

八
束

○

大
西
　
正
富

美
保
関

職
　
　
名

氏
　
名

常
務
理
事
本
部
長

栗
原
　
　
令

執
行
役
員
副
本
部
長

奥
原
　
展
芳

理

　

　

事

菅
井
　
　
一

田
中
　
鈴
夫

多
久
和
　
宏

職
　
　
名

氏
　
名

理

　

　

事

諏
訪
　
智
子

○
は
新
任

（
敬
称
略
）

任
期
3
年
間

地
区
本
部
運
営
委
員（
31
名
）

地
区
本
部
役
員（
5
名
）

本
店
役
員【
当
地
区
本
部
出
身
】（
1
名
）

選
出
地
区
名
等

氏
　
名

備
考

東
出
雲
八
雲

ブ
ロ
ッ
ク

森
廣
　
紀
元

東
出
雲

岸
本
　
定
朝

東
出
雲

山
根
　
盈
樹

八
雲

○

前
田
　
保
典

八
雲

宍
道
玉
湯

ブ
ロ
ッ
ク

伊
原
　
幸
俊

宍
道

永
江
　
久
夫

宍
道

木
村
　
邦
之

玉
湯

○

福
間
　
泰
正

玉
湯

女

性

枠

小
山
由
都
里

橋
北

森
口
　
順
子

橋
南

⑵ 

現
在
の
厳
し
い
環
境
の
な
か

で
、
J
A
と
し
て
、
我
々
総
代

ま
た
は
組
合
員
に
対
し
て
何
を

求
め
て
い
る
の
か
、
ま
た
我
々

が
協
力
で
き
る
こ
と
は
何
で
あ

る
か
伺
い
た
い
。

活
動
へ
の
参
加
を
通
じ
、
様
々
な

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
J
A

が
良
い
方
向
に
向
か
う
よ
う
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
可
能
な
限
り
意
見
交
換
が
で

き
る
場
を
設
け
る
な
ど
対
応
し
て

い
き
ま
す
。
地
区
本
部
運
営
委
員

会
で
は
地
区
本
部
の
運
営
に
関
す

る
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

総
代
の
皆
様
に
は
J
A
全
体
の
運

営
に
つ
い
て
の
審
議
等
を
お
願
い

し
ま
す
。
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（再任・矢田町）
【地区本部統括（総務、企画管理、信用共済）】

（
新
任
・
大
垣
町
）

【
地
区
本
部
統
括
補
佐（
営
農
経
済
）】

栗
くり

原
はら

 　令
りょう

奥お
く

原は
ら 
展の

ぶ

芳よ
し

川上 悟司池田 至郎 石橋 敦夫周藤 　光恩田 芳和
副本部長
（鹿島町）

理　事
（八束町）

理　事
（西持田町）

理　事
（東出雲町）

監　事
（八雲町）

こ
の
た
び
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
く
に
び
き
地
区
本
部
の
本
部

長
に
再
任
さ
れ
、
引
き
続
き
向
こ
う
三
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
の
初
年
度
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
誕
生
か
ら
五
年
目
に
あ
た
り
、

心
新
た
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

取
り
巻
く
情
勢
は
、
農
業
就
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
、
担
い
手

不
足
が
進
む
な
か
で
、
平
成
三
十
年
産
米
か
ら
の
「
生
産
調
整
の

見
直
し
」、
昨
年
十
二
月
の
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
」
の
発
効
、
今
年
二
月

の
「
日
・
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
」
の
発
効
な
ど
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
ま
す
。

栗原本部長が再任
くにびき地区本部の新執行体制決まる！

運営体制改革にかかる定款変更後（役員定数の削減等）、任期満了に伴う役員改選の承認を受け、次の通りく
にびき地区本部の新しい役員体制が決定しました。
大変厳しい経営環境の中ではありますが、組合員・利用者の皆様に選ばれ、ご利用いただけるＪＡに向け取
り組んで参りますので、変わらぬご支援・ご協力をよろしくお願いします。

任
期
満
了
に
よ
り
、
地
区
本
部

役
員
で
あ
る
川
上
悟
司
副
本
部

長
、
石
橋
敦
夫
理
事
、
池
田
至
郎

理
事
、
周
藤
光
理
事
お
よ
び
当
地

区
本
部
出
身
の
恩
田
芳
和
監
事
の

5
名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

就任の挨拶

退
任
役
員

常務理事本部長

執行役員副本部長

理　事

Ｊ
Ａ
の
運
営
で
は
、
政
府
か
ら
求
め
ら
れ
た
五
ヵ
年
の

「
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
」
は
今
年
五
月
に
終
了
し
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
の
取
り
組
み
を
促
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
屋
台
骨
の
信
用
事
業
は
、
高
齢
化
や
日
銀
の
超
低

金
利
政
策
を
受
け
た
収
益
の
減
少
に
よ
り
、
現
状
の
事
業
体

制
の
ま
ま
で
は
収
支
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
、
経
営
の
健
全
性

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
く
に
び
き
地
区
本
部
で
は
、
新
規
就

農
者
の
育
成
確
保
、
集
落
営
農
組
織
の
設
立
・
法
人
化
、
需

要
に
応
じ
た
米
の
品
種
転
換
、
水
稲
資
材
の
銘
柄
集
約
に
よ

る
価
格
低
減
、
信
用
・
共
済
事
業
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
、

く
ら
し
の
活
動
、
農
業
振
興
支
援
事
業
、
業
績
還
元
な
ど
に

取
り
組
み
、
ま
た
、
経
営
改
革
と
し
て
「
信
用
・
共
済
事
業

体
制
及
び
支
店
機
能
・
ふ
れ
あ
い
店
の
見
直
し
」
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

今
後
も
役
職
員
一
丸
と
な
り
ま
し
て
、「
食
と
農
を
基
軸
と

し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
の
確
立
と
「
自
己
改
革
」

の
実
現
に
向
け
、「
農
業
者
の
所
得
の
増
大
」「
農
業
生
産
の

拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
に
取
り
組
み
、
更
に
は
、
持
続
可

能
な
健
全
経
営
を
目
指
し
、
事
業
の
再
編
、
選
択
と
集
中
な

ど
「
経
営
の
効
率
化
」
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
」

「
協
同
組
合
の
機
能
発
揮
」
を
目
指
し
、
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
J
A
へ

（
再
任
・
大
草
町
）

田た

中な
か 

鈴す
ず

夫お

（
再
任
・
大
野
町
）

多た

久く

和わ 

宏ひ
ろ
し

（
新
任
・
竹
矢
町
）

菅す
が

井い

　 

一ま
こ
と
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～くにびき地区本部の取り組み～

～くにびき地区本部支店運営委員会の取り組み～

農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて　取り組んでいます。

地域活性化に向けた地域貢献活動に取り　組んでいます。

く
に
び
き
地
区
本
部
米
品
質
向
上
対
策
委
員
会
は

7
月
5
日
、
生
育
状
況
の
確
認
と
栽
培
技
術
向
上
に

向
け
た
指
導
を
行
う
た
め
、
管
内
9
箇
所
に
あ
る
モ

デ
ル
圃
場
を
設
置
者
と
共
に
巡
回
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、
く
に
び
き
稲
作
協
議
会
、
島
根
県

東
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
松
江
農
業
普
及
部
、
Ｊ
Ａ

で
構
成
。
米
品
質
の
向
上
に
向
け
モ
デ
ル
圃
場
の
設

置
や
巡
回
、
現
地
指
導
会
の
開
催
、
情
報
紙
や
メ
ー

ル
配
信
に
よ
る
栽
培
に
関
す
る
情
報
提
供
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

当
日
は
、
同
委
員
会
や
モ
デ
ル
圃
場
設
置
者
な
ど

17
名
が
参
加
。
各
圃
場
を
見
な
が
ら
、
松
江
農
業
普

及
部
の
加
納
正
浩
専
門
普
及
員
か
ら
、
生
育
状
況
を

解
説
し
て
も
ら
い
、
今
後
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

加
納
専
門
普
及
員
は
「
ど
の
モ
デ
ル
圃
場
も
、
管

理
が
行
き
届
い
て
お
り
、
生
育
状
況
は
順
調
。
今
後

は
適
期
に
作
業
を
行
い
、
栽
培
管
理
を
徹
底
す
る
こ

と
で
良
い
米
を
収
穫
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

参
加
し
た
、
モ
デ
ル
圃
場
の
設
置
者
で
く
に
び
き

稲
作
協
議
会
長
の
三
島
正
さ
ん
（
宍
道
町
）
は
「
各

圃
場
を
巡
回
し
、
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
参

考
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
も
、

指
導
の
と
お
り
し
っ
か
り
行
い
、
良
質
米
を�

�

生
産
し
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
米
卸

業
者
な
ど
が
、
島
根
県

産
「
つ
や
姫
」
の
認
知

度
向
上
と
販
路
拡
大
を

目
的
に
、
7
月
20
、
21

日
の
両
日
、
イ
オ
ン
琉

球
の
那
覇
店
と
南は
え
ば
る
風
原

店
で
、
試
食
販
売
を
行

い
ま
し
た
。

稲
の
生
産
量
が
少
な

い
沖
縄
県
本
島
で
は
、

沖
縄
県
内
の
卸
売
業
者

が
全
国
各
地
の
米
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
18
回
、
イ
オ
ン
琉
球
で
試

食
販
売
を
実
施
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
県
内
産
「
つ
や
姫
」
に

対
す
る
支
持
を
得
て
、
固
定
客
が
増
加
し
、
人
気
商
品
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
、
当
地
区
本
部
か
ら
は
、
生
産
者
を
代
表
し
て
く
に
び

き
稲
作
協
議
会
の
三
島
正
会
長
を
は
じ
め
、
米
穀
畜
産
課
の

職
員
が
参
加
し
、
対
面
販
売
で
ア
ピ
ー
ル
。
購
入
者
全
員
に
は

つ
や
姫
1
合
パ
ッ
ク
を
贈
呈
し
、
さ
ら
に
精
米
5
㌔
購
入
者
へ

は
、「
玄
丹
そ
ば
」
が
当
た
る
く
じ
を
実
施
し
ま
し
た
。
2
日

間
で
、
1
、1
6
8
袋
（
5
㌔
）
を
販
売
し
ま
し
た
。

同
行
し
た
米
穀
畜
産
課
の
佐
川
真
二
課
長
補
佐
は
「
2
日
間

で
1
、0
0
0
袋
を
超
え
る
販
売
が
で
き
た
こ
と
や
『
つ
や
姫
』

に
対
す
る
消
費
者
の
声
を
聞
く
こ
と
で
、
沖
縄
で
の
人
気
、
知

名
度
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

11
月
に
も
沖
縄
で
販
売
促
進
を
行
う
予
定
で
す
。

宍
道
支
店
運
営
委
員
会
（
伊
原
幸
俊
委
員
長
）
と
ま
つ
え
南

商
工
会
青
年
部
宍
道
支
部
は
7
月
27
日
、
恒
例
の
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
を
同
支
店
の
駐
車
場
で
開
き
、
多
く
の
地
域
住
民
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
は
、
宍
道
町
内
に
あ
る
氷
川
神
社
の
「
祇
園

祭
」（
れ
ん
げ
さ
ん
）
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
開
催
。
当
日
は
、
支

店
運
営
委
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
が
売
り
子
と
な
っ
て
、
生
ビ
ー
ル
や

か
き
氷
を
は
じ
め
、
島
根
和
牛
の
串
焼
き
、
町
内
産
の
ス
イ
カ

や
枝
豆
、
そ
ば
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
会
場
を
訪
れ
た
人
た

ち
は
、
思
い
思
い
に
暑
い
夏
を
楽
し
み
な
が
ら
、
夜
空
に
浮
か

ぶ
花
火
を
眺
め
ま
し
た
。

永
江
久
夫
副
委
員
長
は

「
れ
ん
げ
さ
ん
は
宍
道
町

の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
観
覧
場

所
の
提
供
を
通
じ
て
、
今

後
も
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
熱
い
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

来
場
者
は
「
町
内
産
の

ス
イ
カ
や
枝
豆
な
ど
、
お

い
し
い
も
の
を
食
べ
な
が

ら
、
き
れ
い
な
花
火
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
満
足
そ
う
に
話
し

ま
し
た
。

米の品質向上に向け、
圃場巡回を実施！

宍
道
支
店
で
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
開
催
！

花
火
が
夏
の
夜
空
を
彩
る

沖
縄
で
販
売
促
進

島
根
県
産
「
つ
や
姫
」
大
人
気
！

～生育状況や栽培管理について学ぶ～

今後の栽培管理について説明する加納専門普及員（左）

思い思いにビアガーデンを楽しむ来場者

つや姫をＰＲする三島会長

「
食
」を
通
じ
た
絆
を
育
む
！

夏
休
み
親
子
料
理
教
室
開
催
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農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて　取り組んでいます。

地域活性化に向けた地域貢献活動に取り　組んでいます。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
Ｊ
Ａ
全
農
は
7
月
13
、
14
日
の
両
日
、

島
根
の
農
業
者
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
に
向
け

て
「
ア
グ
リ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
「
農
機
総
合
展
示
会
」

を
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
開
催
し
、
2
、6
3
3
名
の
生
産

者
や
市
民
ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
体
験
、
最
新
農
機
具
展
示
な

ど
の
ブ
ー
ス
や
税
務
、
法
人
化
な
ど
の
各
種
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
、
農
業
者
が
抱
え
る
問
題
解
決
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性

く
に
び
き
農
業
法
人
会
（
岸
本
定
朝
会
長
・
18
組

織
）
は
7
月
8
、
9
日
の
両
日
、
広
島
県
内
の
農
業

関
連
施
設
な
ど
を
見
学
す
る
視
察
研
修
を
実
施
し
、

24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

視
察
研
修
は
、
経
営
の
多
角
化
に
向
け
、
高
収
益

作
物
に
つ
い
て
学
び
、
農
業
関
連
施
設
を
見
学
す
る

こ
と
で
生
産
技
術
の
向
上
や
良
質
な
農
作
物
の
生
産

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
。

初
日
は
、
東
広
島
市
に
あ
る
広
島
県
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ト
マ
ト
や
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
圃
場
を
視
察
。
省
力
化
や
品
質
、
収
量

の
向
上
な
ど
を
目
指
し
、
最
先
端
の
技
術
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
次
に
、
食
品
全
般
に
関
わ
る
加
工
機

械
お
よ
び
食
品
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
株
式
会

社
サ
タ
ケ
を
訪
問
。
最
新
の
選
別
機
で
行
わ
れ
る
実

験
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
農
業
法
人
明
る
い
農
村
の
入
江
宏
明
さ

ん
（
36
）
は
「
人
手
不
足
の
状
況
で
は
あ
る
が
、
技

術
の
進
歩
を
目
の
当
た
り
に
し
、
今
後
の
農
業
に
期

待
が
持
て
る
内
容
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

生
産
技
術
の
向
上
を
目
指
す
！

く
に
び
き
視
察
研
修
会
を
開
催

みんなで創るしまねの農業！
くにびきメッセで大規模イベント開催！

品定めする来場者

最新の農機具を提案農作業着をＰＲするモデル

圃場を視察する参加者

部
フ
レ
ミ
ズ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
「
農
作

業
着
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
を
開
催
。

農
作
業
着
を
着
用
し
た
モ
デ
ル
が
、
機

能
性
の
高
さ
や
か
わ
い
ら
し
い
デ
ザ
イ

ン
な
ど
を
来
場
者
に
向
け
Ｐ
Ｒ
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

同
時
開
催
の
「
ぎ
ゅ
～
っ
と
島
根
大

産
直
市
」
に
は
各
地
区
本
部
か
ら
旬
の

農
産
物
が
勢
ぞ
ろ
い
。
当
地
区
本
部
か

ら
は
、
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
野

菜
や
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
な
ど
の
果
実
、
加

工
品
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

来
場
者
は
「
1
会
場
に
様
々
な
ブ
ー

ス
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

完成した5品

東
出
雲
支
店
運
営
委
員

会
（
岸
本
定
朝
委
員
長
）
は

7
月
27
日
、
教
育
文
化
セ
ン

タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ
館

で
、「
夏
休
み
親
子
料
理
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

食
育
体
験
を
通
じ
て
親
子

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

食
へ
の
興
味
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
企
画
し
、
今
年
で
4
回
目
と

な
り
ま
す
。

当
日
は
、
東
出
雲
町
在
住
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
10
組
の
ほ
か
、
支

店
運
営
委
員
、
Ｊ
Ａ
職
員
、
講
師
を

務
め
る
く
に
び
き
女
性
部
東
出
雲
支

部
の
部
員
な
ど
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
岸
本
委
員
長
が
「
夏
休
み
の
良
い
思
い
出
に
な
る
よ
う

に
楽
し
く
料
理
を
し
て
ほ
し
い
。
地
元
産
の
野
菜
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
講

師
が
作
り
方
を
説
明
し
、
調
理
を

開
始
し
ま
し
た
。「
ア
ー
ト
な
お
に

ぎ
り
」「
ト
マ
ト
と
ピ
ー
マ
ン
の
肉

詰
め
煮
」「
米
ナ
ス
の
グ
ラ
タ
ン
」

「
カ
ボ
チ
ャ
の
冷
製
ポ
タ
ー
ジ
ュ
」

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ

リ
ー
」
の
地
元
産
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
5
品
を
親
子
で
協
力

し
な
が
ら
完
成
さ
せ
た
後
、
試
食

を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
し
た
川
上
結
菜
さ
ん
（
8
）

は
「
ど
れ
も
お
い
し
く
作
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
料
理
の

お
手
伝
い
を
し
た
い
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

「
食
」を
通
じ
た
絆
を
育
む
！

夏
休
み
親
子
料
理
教
室
開
催

調理を楽しむ参加者
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～くにびき地区本部の取り組み～
地域活性化に向けた地域貢献活動に取り組んでいます。

Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
第
36
回
島
根
県
学

童
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
松
江
・

隠
岐
地
区
予
選
大
会
が
7
月
13
日

か
ら
15
日
の
3
日
間
、
鹿
島
町
の
深

田
運
動
公
園
野
球
場
他
3
球
場
で

開
催
さ
れ
、
23
チ
ー
ム
が
競
い
、
城

西
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ
が
優
勝
し
ま
し

た
。同

大
会
は
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
目
的
に
、
県
軟
式
野
球
連
盟
な

ど
が
主
催
し
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
、
Ｊ
Ａ

共
済
連
島
根
が
特
別
協
賛
し
て
い

ま
す
。
試
合
は
3
日
間
に
わ
た
る

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
、
白
熱
し
た
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

決
勝
は
、
序
盤
に
3
点
を
先
制

し
た
城
西
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ
が
全
揖

屋
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
追

い
上
げ
を
振
り
切
り
、
3
―

2
で
試
合
を
制
し
、
2
年
連

続
4
度
目
の
栄
冠
に
輝
き
ま

し
た
。

試
合
後
、
城
西
レ
ッ
ド
ス

タ
ー
ズ
の
宮
本
光み

つ

遥は
る
主
将

（
11
）
は
「
2
連
覇
で
き
て

嬉
し
い
。
23
チ
ー
ム
の
代
表

と
し
て
、
県
大
会
で
も
優
勝

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

県
大
会
は
8
月
17
日
と
18

日
の
2
日
間
、
松
江
市
営
野

球
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

く
に
び
き
青
年
連
盟
（
野
津

喜
洋
委
員
長
・
1
0
8
名
）
は

7
月
9
日
、
育
英
北
幼
稚
園
で

つ
き
組
（
年
長
5
歳
児
ク
ラ
ス
）

の
園
児
27
名
と
そ
の
保
護
者
に
、

お
米
作
り
に
つ
い
て
出
前
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

園
児
と
は
、
6
月
4
日
に
田

植
え
を
行
っ
て
お
り
、
お
米
が

で
き
る
ま
で
を
も
っ
と
詳
し
く

知
っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
し
た

も
の
。

当
日
は
、
野
津
委
員
長
他
2
名

の
盟
友
が
先
生
と
な
り
、
授
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
お
米
が
で
き
る

ま
で
の
過
程
や
食
事
の
大
切
さ
な
ど
を
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
た
画
像
を
見
な
が
ら
説
明
。
ま
た
、
盟
友
が
持
参
し
た
田
車
や
米

俵
、
30
㌔
の
米
袋
に
触
れ
た
り
、
一
緒
に
植
え
た
苗
の
生
育
状
況
を

見
た
り
す
る
な
ど
、
園
児
た
ち

と
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
食
農
教
育
を
す

す
め
る
子
ど
も
雑
誌
「
ち
ゃ
ぐ

り
ん
」
8
月
号
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
、
お
米
の
授
業
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

授
業
を
受
け
た
小
西
健
介
く

ん
（
5
）
は
「
田
車
な
ど
初
め

て
触
る
も
の
ば
か
り
で
楽
し

か
っ
た
。
お
い
し
い
お
米
が
で

き
た
ら
い
い
な
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

10
月
に
は
、
稲
刈
り
を
体
験

す
る
予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
松
江
・
隠
岐
地
区
予
選
大
会
が
開
催

城
西
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ
が
2
年
連
続

4
度
目
の
栄
冠
に
輝
く

お
米
作
り
の
出
前
授
業

く
に
び
き
青
年
連
盟
が
園
児
と
交
流

準優勝チームを表彰する
奥原副本部長（左）

優勝旗を受け取る
城西レッドスターズ

田車の使い方を学ぶ園児 ちゃぐりんを贈呈する野津委員長

箱に詰めて手紙を同封

フ
ー
ド
バ
ン
ク
し
ま
ね
「
あ
っ

た
か
元
気
便
」（
代
表
・
竹
谷
強
古

志
原
公
民
館
長
）
は
7
月
22
日
、

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
で
米
や
お

菓
子
な
ど
の
詰
め
合
わ
せ
作
業
を

行
い
、
食
品
の
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
家
庭
に
向
け
配
送
し
ま
し

た
。フ

ー
ド
バ
ン
ク
し
ま
ね
は
、
く

に
び
き
地
区
本
部
や
生
協
し
ま

ね
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
、
松
江
保

健
生
協
、
島
根
県
労
福
協
、
地

域
つ
な
が
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
構

成
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
「
あ
っ
た
か
元
気
便
」
と
し
て
古
志
原
小
学
校
、
松
江

市
立
第
四
中
学
校
に
在
籍
す
る
家
庭
を
対
象
に
、
給
食
の
な
い
夏
休
み
期
間

中
に
食
品
を
届
け
て
い
ま
す
。

当
地
区
本
部
で
も
米
や
寄
付
金
を
募
り
、
米
約
4
4
0
㎏
、
寄
付
金
5
万

5
千
円
余
が
集
ま
り
提
供
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
関
係
者
な
ど
約
70
名
が
参
加
。
冒
頭
、
竹
谷
代
表
が
「
多
く
の

方
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
食
品
が
揃
い
感
謝
し
て
い
る
。
今

後
も
と
も
に
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
申
請
の

あ
っ
た
86
世
帯
へ
家
族
構
成
に
応
じ
て
区

分
し
、
手
際
よ
く
米
や
レ
ト
ル
ト
食
品
、

缶
詰
、
乾
麺
、
お
菓
子
な
ど
を
箱
に
詰

め
、
最
後
に
手
紙
も
同
封
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
古
志
原
小
学
校
の
富
谷
衡
校

長
は
「
支
援
の
輪
を
松
江
市
内
に
広
げ
て

い
け
る
よ
う
、
今
後
も
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

8
月
19
日
に
は
二
回
目
の
配
送
を
行
う

予
定
で
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
し
ま
ね
「
あ
っ
た
か
元
気
便
」

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
食
品
で
支
援

箱詰め作業を行う田中鈴夫理事（中央）と田中達也企画総務部次長（右）
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香りや味を楽しむ学生

～くにびき地区本部の取り組み～
組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて取り組んでいます。

く
に
び
き
年
金
友
の
会
（
三
島
武
会
長
・
1
７
、

6
5
1
名
）
は
7
月
9
、
10
日
の
両
日
、「
落
語
特
別
公

演
く
に
び
き
寄
席
と
湯
っ
た
り
会
席
料
理
i
n
ホ
テ
ル

玉
泉
」
を
実
施
し
、
合
計
2
3
6
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
Ｊ
Ａ
で
の
年
金
受
給
者
、
受
給
予
約
者

を
対
象
に
、
親
睦
を
深
め
る
目
的
で
、
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。

当
日
は
、
落
語
家
の
笑
し
ょ
う
ふ
く
て
い

福
亭
由ゆ
う
瓶へ
い
さ
ん
と
上
方
落
語

界
史
上
初
の
三
冠
受
賞
を
成
し
遂
げ
た
林
家
花
丸
さ
ん

が
公
演
。
扇
子
や
手
ぬ
ぐ
い
を
上
手
に
使
い
、
様
子
や

物
を
表
現
し
、
一
人
何
役
も
こ
な
す
な
ど
、
プ
ロ
の
腕

前
を
披
露
。
ま
た
、
軽
妙
な
語
り
口
で
会
場
は
笑
い
の

渦
に
な
り
、
中
に
は
涙
を
流
し
な
が
ら
笑
う
参
加
者
も

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
和
牛

ス
テ
ー
キ
」
や
「
蓮

根
餅
夏
野
菜
餡
か

け
」
な
ど
10
品
の
会

席
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
、
入
浴
や
玉
造
温

泉
街
を
散
策
す
る
な

ど
思
い
思
い
に
楽
し

み
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
プ
ロ

の
落
語
は
聞
き
応
え

が
あ
っ
た
。
料
理
も

豪
勢
で
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

く
に
び
き
女
性
部
（
中
島
和
子
・
７
5
8

名
）
は
7
月
6
日
、
親
睦
研
修
旅
行
を
実
施

し
、
広
島
県
で
銀
河
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
を
楽

し
む
な
ど
、
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

当
日
は
、
部
員
83
名
が
バ
ス
2
台
に
分
乗

し
出
発
。
広
島
港
か
ら
「
銀
河
」
に
乗
船
し
、

厳
島
神
社
が
あ
る
宮
島
へ
向
け
、
出
航
し
ま

し
た
。
シ
ェ
フ
自
慢
の
「
仔
牛
の
ロ
ー
ス
ト

夏
野
菜
の
グ
レ
ッ
ク
添
え
」
な
ど
の
コ
ー
ス

料
理
を
堪
能
し
な
が
ら
、
宮
島
厳
島
神
社
の

大
鳥
居
沖
で
は
船
を
停
泊
さ
せ
、
船
上
か
ら

の
参
拝
や
記
念
撮
影
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
14
年
に
創
業
し
、
も
み
じ
ま

ん
じ
ゅ
う
を
作
り
続
け
て
き
た
「
藤
い
屋
」
直

営
の
工
場
や
シ
ョ
ッ
プ
が
並
ぶ
、「
I
R
O
H
A 

v
i
l
l
a
g
e
」
で
工
場
や
施
設
を
見
学
し
た
後
、

試
食
や
買
い
物
な
ど
、
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

参
加
し
た
部
員
は
「
天
気
も
よ
く
、
日
頃
は
な
か

な
か
体
験
で
き
な
い
船
の
旅
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
お
土
産
も
た
く

さ
ん
買
え
た
の
で
満
足
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

く
に
び
き
サ
ン

サ
ン
女
子
大
は
7

月
24
日
、「
よ
う

こ
そ
中
国
茶
房

へ
」
講
座
を
開
催

し
、
学
生
39
名
が

中
国
茶
の
奥
深
い

世
界
を
学
び
ま
し

た
。こ

の
講
座
は
、

本
格
的
な
中
国
茶

の
香
り
や
味
を
楽

し
む
こ
と
で
、
関
心
を
深
め
、
新
た
な
趣
味
や
生
活
の
楽
し
み

に
し
て
も
ら
お
う
と
計
画
し
た
も
の
。

当
日
は
、
東
茶
町
の
中
国
茶
専
門
店
「
雲
悠
茶
房
」
で
店
主

を
勤
め
る
、
高
級
茶
藝
師
の
池
田
和
人
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

中
国
茶
の
歴
史
や
種
類
、
四
大
産
地
に
つ
い
て
解
説
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
香
り
や
味
を
楽
し
む
独
特
の
方
法
を
教
わ
り

な
が
ら
、
数
種
類
の
中
国
茶
を

飲
み
比
べ
た
り
、
中
国
茶
に
合

う
お
菓
子
を
楽
し
ん
だ
り
す
る

な
ど
、
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

池
田
さ
ん
は
「
中
国
茶
は
種

類
が
豊
富
。
香
り
や
味
の
違
い

を
楽
し
み
、
お
気
に
入
り
を
見

つ
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
は
「
奥
深
い

中
国
茶
の
世
界
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
回
の
講
座
で
興
味

が
湧
い
た
の
で
、
今
後
中
国
茶

を
飲
む
の
が
楽
し
み
」
と
話
し

ま
し
た
。

年
金
友
の
会
が
親
睦
深
め
る
！

ホ
テ
ル
玉
泉
で
落
語
と

�

会
席
料
理
を
堪
能

中
国
茶
の
味
と
香
り
を
楽
し
む

�

サ
ン
サ
ン
女
子
大
が
講
座
開
催
！

▲
笑
い
に
包
ま
れ
る
会
場

ランチクルーズを楽しむ参加者

中国茶について解説する池田講師

くにびき女性部親睦研修旅行開催
� 83名が交流を深める
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松江に伝わる郷土料理を次代へ伝承していくため各地区のメニューを季節ごとに紹介します。

みょうがだけの酢みそ和え

今月の
料理人

八雲支部
（前列左から）石倉久美子さん、
藤田弓子さん、伊藤法子さん
（後列左から）金崎京子さん、
岩田悦子さん、山根静枝さん

みょうがだけは名前の如く竹のように細長く先が緑色を
しています。土の上にすくもを敷き長く伸びる様に栽培さ
れています。普段店頭に出回っているみょうがは、少しピ
ンク色で長丸の形をしており、根本付近のつぼみ部分を食
用としますが、みょうがだけは若い茎の部分を食用としま
す。
みょうがの酢の物はよく調理しますが、味噌とじゃこを
合わせることで豆腐やごはんに乗せ、いつもと違う食べ方
で召し上がっていただけます。

緑の部分は硬いので、白い部分のやわらかいところ
のみを使用することで食べやすくなります。

①みょうがだけを小口切りにする。（白い部分だけ）
②調味料を合わせ酢みそを作る。
③ 酢みその中に、みょうがだけとじゃこを入れ混ぜ合わせて完

成。

【作り方】

【材　料】（4人分）
みょうがだけ……5０ｇ　　　 じゃこ…………2０ｇ　

（調味料）
みそ………………大さじ2　　らっきょう酢……大さじ2
みりん……………大さじ1

9月のメニュー　「ムスイ鍋を使って！」
★チキンカレー　★キャロットライス　★すじ肉のポン酢
★キャベツたっぷりとんぺい焼き　★お手軽ブラウニー
� 　（メニューは都合により変更させていただくことがあります）

募集人数　25名程度
組合員、利用者、松江市民の方を対象に募集します。（男女を問いません）
参加費　1,200円（当日現金にて申し受けます）

準備品　エプロン・三角巾・マスク・筆記用具など

申込締切　2019年9月20日（金）
お申込み/お問い合わせは
①住所②氏名③電話番号をご記入の上、ハガキまたはFAX、
Ｅメールでお申込みください。
〒690-0823��松江市西川津町1635-1
くにびき地区本部企画総務部ふれあい課・サンサン料理教室係
TEL：（0852）55-3018　FAX：（0852）32-6870
E-mail：community-affairs.kun@ja-shimane.gr.jp

サン　サン
料理教室

おいしい！速い！簡単！ 
食材の水分を最大限に利用し、 
食材本来の旨みを引き出すムスイ鍋を
使って料理してみませんか！

2019年9月27日（金） 10：00～13：00
※定刻になり次第開始しますので、時間に余裕をもってお出かけください。

くにびき地区本部
San・san館
松江市西川津町1635-2

日
時

場
所

参加者
募集 !

① ③
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※各相談とも無料で
　お受けしています。9

9月18日㈬・19日㈭9月 ふれあい訪問日

○くにびき地区本部金融共済部ローン営業センターで
は、土曜日（10：00～15：00）に休日住宅ロー
ン相談を実施しています。要予約。
※9月の土曜営業日は7日、21日です。
◆お問い合わせは
　 �0120-988-380

日 曜日 相談会内容 場所・時間
5 木 税 務 相 談 会 川 津 支 店（TEL：23-2424）1０：００～12：００
6 金 税 務 相 談 会 東出雲支店（TEL：52-2022）1０：００～12：００

※税務相談会のご予約は、開催日2日前までにお願いします。予約先：開催会場となる支店・店

第 3回 ＪＡしまね
くにびき地区本部
本部長杯
ふれあいゴルフコンペ
参加者募集中!

開催日：�令和元年10月 2 日㈬
場 所：�島根ゴルフ倶楽部� �

出雲市美野町1６5２�℡0853-６7-001６�
参加費：2,000円
プレー費：�各自精算（キャディ無し、コンペパック）� �

メンバー６,700円、ビジター8,２00円
募集定員：16組　64名程度
申込先：くにびき地区本部�各支店・店まで
申込期限：令和元年 9 月13日㈮
表彰式：�島根ゴルフ倶楽部�
その他：スタート時間及び組合せは後日ご案内いたします。

皆様のご参加お待ちしております
【事務局】くにびき地区本部 企画総務部 ふれあい課
〒690-0823　松江市西川津町1635- 1 　TEL(0852)55-3018  FAX(0852)32-6870　E-MAIL：community-affairs.kun@ja-shimane.gr.jp

◆参 加 費：�5歳以上1人につき500円（当日、現金にて申し受けます）
◆募 集 数：�幼稚（保育）園･小学校の園児・児童とその家族�200名　
◆参加申込：�下記申込書に必要事項ご記入の上、最寄りのＪＡしまねくにび

き地区本部支店・ふれあい店・ふれあい課まで、お申し込みく
ださい。ＦＡＸでも受付けます。

◆応募締切：�令和元年10月1日（火）必着�※応募者多数の場合は先着順とさ
せていただきます。

◆ご持参品：移植ゴテ・水筒・敷物をご持参ください。
◆注意事項：⑴�収穫袋は主催者で準備し、受付にて配布します。配布する袋

以外での収穫は禁止します。
　　　　　　⑵�本大会は、親子で大自然の中の「ふれあい」を目的に実施して

います。大人の「芋収穫」だけの参加はご遠慮ください。また、
クワ・スコップの持ち込みはお断りします。

　　　　　　⑶�当日限定緊急連絡先：0９0ー６８３5－52３３
　　　　　　⑷�少雨決行いたします。天候不順等による開催の可否につ

きましては当日の午前7：00にHPにてお知らせします。
ＨＰは「くにびき地区本部」で検索�ＨＰ用ＱＲコード⇒

TEL：（0852）55-3018　FAX：（0852）32-6870　お問い合わせはくにびき地区本部 企画総務部 ふれあい課

第30回ふれあい親子いもほり大会
令和元年10月13日(日) 9:30集合 10：00開始

「JA中海干拓集出荷場」　松江市東出雲町錦浜431-2

「中海干拓地」　集合・受付後徒歩にて移動

日　時
集　合
会　場

9：30～ 集合・受付� �
受付後会場へ徒歩にて移動

10：00～いもほりスタート
★ジャンボいもコンクール
★女性部特製みそ汁販売
12：00頃　終了

くにびき地区本部松江支店店舗統廃合のお知らせ
このたび、松江支店は令和元年９月１４日（土）に廃止し、９月１７日（火）
より川津支店へ統合いたします。永い間ご利用頂き厚く御礼申し上げ
ます。なお、松江支店口座をご利用の皆様へは個別に通知いたします。
これに伴い、９月１３日（金）・１４日（土）の２日間、ＡＴＭ営業時間が
下記のとおり変更となります。組合員・利用者の皆様にはご迷惑をお
かけいたしますが、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

該当ＡＴＭ 9月13日（金） 9月1４日（土）
松江支店（くにびき地区本部本店） 8：45～15：00 休止

イオン松江店 9：00～13：30 通常通り 自動車センター TEL：55-3077お問い合わせ先は

今月の特選車
スバル ＪＡサンバートラック 

※�すでに売約済みの場合はご容赦下さい。

〔年　式〕平成30年式
〔走　行〕5,600㎞
〔車体色〕�白　�5MT�4WD
〔車　検〕令和2年5月
〔装　備〕AC�PS�ラジオ 〔車両本体価格〕��830,000円（税込）

�� （諸費用別途）

参加者募集
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